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温 泉 成 分 、禁 忌 症 、適 応 症 及 び 入 浴 上 の 注 意
´

源泉名 小湊実入温泉

泉 質  ナトリウムー塩化物冷鉱泉(低張性・弱アルカリ性・冷鉱泉)

源泉の温度  22 ℃ (気温  21.0 ℃)・使用場所の温度 : 41.5 ℃

温泉の成分 (試料1キログラム中の成分。分量及び組成)

(イ )陽イオン

成 分 ミツグラム(mg) ミリバル (mval) ミリバル%(mval%)

ナトリウムイオン     ( Nr ) 47.59 73.07

カリウムイオン      (  K・  ) 092

マグネシウムイオン   ( M♂  ) 8.80

カルシウムイオン    ( Ca2・  ) 1198

アルミニウムイオン    ( AS' )
鉄 (Ⅱ )イオン     ( Fe2●  )
鉄 (Ⅲ )イオン      ( Fe3●  ) 002 0.03

マンガンイオン     ( Mn2・  )

陽 イ オ ン 計 1393.5 65.13

(口 )陰イオン

成 分 ミングラム(mg) ミリバル (mval) ミリバル%(mval%)

ふつ化物イオン     (  F )
塩化物イオン      ( Cr ) 1903 53.68 78.81

硫酸イオン      ( S042~ ) 42o.3 8.75 12.85

炭酸水素イオン    (HCOす ) 337:7

炭酸イオン      ( C032 ) 0.04 006

硝酸イオン       ( N03‐

硫化水素イオン    ( HS‐ 〈0.1

チオ硫酸イオン     ( S203・ ) 0.00 0.00

陰 イ オ ン 計 2668.9 68.11

(ハ)遊離成分

成   分 ミリグラム(m♪ ミリモル(mmol)

メタけい酸     (H3S103) 65.2 0.83

メタほう酸       ( H302 ) 0.06

メタ亜ヒ酸     (「 lAs02)

非 解 rFil成 分 計 679 0.89

溶存物質

(澪規 分を除く)

4.130 g/kg

成分総計

4.137 g/kg

(二 )その他の微量成分 (mg)

総水銀(Hgl

銅〈Cu)

鉛(Pb)

総ヒ素CAs)

カドミウム(Cd〉

:   0.0005Jヽ 消踪

:          0.02

:  0.01未 満

:  0.01未 満

:  001未満

成 分 ミリグラム(mg) ミリモル(mmoD

遊離硫化水素   ( H2S )
遊離二酸化炭素  ( C02 )

溶 存 ガ ス 成 分 計

温泉利用許可施設名 l      ホテルグリーンプラザ鴨川

5 浴用の禁忌症 6 浴用の適応症

彗詠 婚 鰊 嘩 慧 第 21鑽 奪 譲
は肺の病気、むくみのあるような重い腎臓の病気、消
化管出血、日に見える出血があるとき、慢性の病気の
急性憎悪期

きりきず、末梢循環障害、冷え性、うつ状態、皮膚乾
燥症、筋肉若しくは関節の慢性的な痛み又はこわばり
(関節リウマチ、変形性関節症、腰痛症、神経痛、五
十肩、打撲、捻挫などの慢性期)、 運動麻痺における
筋肉のこわばり、胃腸機能の低下(胃がもたれる、腸に
ガスがたまるなど)、 軽症高血圧、耐糖能異常(糖尿
病)、 軽い高コレステロール血症、軽い喘息又は肺気
腫、痔の痛み、自律神経不安定症、ストレスによる諸
症状 (睡眠障害など)、 病後回復期、疲労回復、健康
増進

7 入浴の方法及び注意

:高齢者、高血圧症若しくは心臓病の人又は脳卒中を経験した人は、42℃以上の高温浴は
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8 分析年月日 平成 20年 10月 3日

9 登録分析機関の名称、登録番号 株式会社上総環境調査センター  千葉県登録第2号

10分 析 者 草場 裕滋

11水を加えている場合はその理由 温泉の供給量の不足を補うため、加水しています。

12カロ温している場合はその理由 入浴温度に適した温度に保つため、加温しています。

13循環させている場合はその理由

ろ過をしている場合はその理由

浴槽内の温度を均―に保つため、循環装置を使用してい
ます。

衛生管理のため、循環ろ過装置を使用しています。

14入浴剤を加え、又は消毒している
場合は入浴剤の名称、又は消毒
の方法及びその理由

衛生管理のため、塩素系薬剤を使用しています。
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